
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

○

農

用

地

利

用

配

分

計

画

の

認

可

の

申

請

農

村

振

興

課

担

当

課

（

室

）

○

基

本

測

量

の

終

了

監

理

課

目

次

○

二

級

建

築

士

の

免

許

の

取

消

し

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

【

告

示

】

○

岡

山

県

文

化

賞

等

授

与

規

程

の

廃

止

文

化

振

興

課

の

完

了

○

港

湾

施

設

に

お

け

る

制

限

区

域

の

設

定

等

の

一

港

湾

課

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

部

改

正

完

了

【

議

会

】

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

○

岡

山

県

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

の

施

行

に

関

総

務

課

年

課

す

る

規

程

の

一

部

改

正

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

【

警

察

本

部

】

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

岡

山

県

個

人

情

報

保

護

条

例

の

施

行

に

関

す

る

県

民

応

接

課

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

規

程

の

一

部

改

正

関

の

指

定

の

更

新

（

県

例

規

集

登

載

）

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

地

方

卸

売

市

場

卸

売

業

務

の

廃

止

届

農

産

課

○

平

成

二

十

七

年

度

に

お

け

る

保

安

林

内

の

立

木

治

山

課

伐

採

を

皆

伐

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

面

積

の

限

度

の

公

表

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

【

公

告

】

岡

山

県

公

報

平成２７年１２月１日 第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号

岡
山
県
文
化
賞
等
授
与
規
程
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

平
成
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
四
百
十
七
号
（
港
湾
施
設
に
お
け
る
制
限
区
域
の
設
定
等
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一
の
表
水
島
港
の
項
中

「

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
六
号
埠
頭
岸
壁
及
び
こ
れ
に
接
す
る
港
湾
施
設
の
所

を

在
す
る
区
域
で
縦
覧
用
図
面
に
定
め
る
区
域

」

「

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
六
号
埠
頭
岸
壁
及
び
こ
れ
に
接
す
る
港
湾
施
設
の
所

在
す
る
区
域
で
縦
覧
用
図
面
に
定
め
る
区
域

に
改
め
、

岡
山
化
成
桟
橋
及
び
こ
れ
に
接
す
る
港
湾
施
設
の
所
在
す
る
区
域
で
縦
覧
用
図
面

に
定
め
る
区
域

」

同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
イ
の
地
点
と
ニ
の
地
点
を
結
ぶ
水
島
港
港

湾
区
域
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

イ
の
地
点

岡
山
化
成
桟
橋
の
西
端
か
ら
〇
度
に
引
い
た
線
が
水
際
線
と
交
わ

る
点
を
円
心
と
す
る
半
径
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
と
水
際
線
が
交
わ
る

点
の
う
ち
西
側
の
点

ロ
の
地
点

イ
の
地
点
か
ら
一
八
〇
度
六
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
の
地
点

ロ
の
地
点
か
ら
九
〇
度
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
の
地
点

ハ
の
地
点
か
ら
〇
度
六
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
お
ま
か
せ
！
ヨ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

ス
ギ
ヤ
マ

カ
ナ
ヨ

作
小

学
館

幼
児

２
大
き
い
１
年
生
と
小
さ
な
２
年
生

古
田

足
日

作
偕

成
社

小
学
生
（
低
）

中
山

正
美

絵

３
び
り
っ
か
す
の
神
さ
ま

岡
田

淳
作
・
絵

偕
成

社
〃

（
中
）

４
信
じ
ら
れ
な
い
現
実
の
大
図
鑑

ド
ー
リ
ン
グ
・
キ
ン
ダ
ー
ス
リ
ー

編
著

東
京

書
籍

〃
（
中
）

増
田

ま
も
る

監
訳

５
戦
争
が
な
か
っ
た
ら

３
人
の
子
ど
も
た
ち
１
０
年
の
物
語

高
橋

邦
典

著
ポ

プ
ラ

社
〃

（
高
）

６
動
物
を
守
り
た
い
君
へ

高
槻

成
紀

著
岩

波
書

店
中

学
生

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
十
九
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
月
刊
誌

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

１
２
月
号

鉄
人

社

２
〃

チ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ド

１
２
月
号

笠
倉
出
版
社

３
〃

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

１
２
月
号

宙
出

版

４
〃

恋
愛
天
国
パ
ラ
ダ
イ
ス

１
２
月
号

竹
書

房

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

フ
ァ
ー
マ
シ
ィ
薬
局
西
江
原

井
原
市
西
江
原
町
六
六
六

五

調
剤

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

－

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

津
山
薬
局
産
業
道
路
店

津
山
市
小
田
中
二
二
三

二

調
剤

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

－

フ
ァ
ー
マ
シ
ィ
や
か
げ
薬
局

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
二
六
八
五

一

調
剤

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

－

ほ
く
ぼ
う
薬
局

真
庭
市
上
水
田
三
八
二
四

一

調
剤

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

－

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

ゴ
ダ
イ
薬
局
周
匝
店

赤
磐
市
周
匝
七
一
一

一

調
剤

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

－

葦
陽
勝
田
薬
局

美
作
市
真
加
部
五
四

四

調
剤

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日

－

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ま
ご
の
て
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
つ
ぶ
庵
」

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
箕
輪
六
五
六
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
Ｍ
ａ
Ｃ
Ｏ

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
箕
輪
六
五
六
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
〇
三
二
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ま
ご
の
て
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
こ
つ
ぶ
庵
」

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
箕
輪
六
五
六
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



１

名
称

株
式
会
社
Ｍ
ａ
Ｃ
Ｏ

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
箕
輪
六
五
六
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
〇
七
〇
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ア
ル
テ
リ
ー
ベ
み
ず
き

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
井
尻
野
三
三
一
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
み
ず
き
会

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
東
江
原
町
一
六
六
一
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
〇
九
六
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２７年１２月１日　岡山県公報　第１１７４１号



一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ア
ル
テ
リ
ー
ベ
み
ず
き

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
井
尻
野
三
三
一
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
み
ず
き
会

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
東
江
原
町
一
六
六
一
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
〇
九
七
五

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

わ
が
家
く
せ

２

所
在
地

岡
山
県
真
庭
市
久
世
二
四
〇
二

四

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
Ａ
・
Ｔ
・
Ｓ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

２

所
在
地

大
阪
府
岸
和
田
市
堺
町
二
番
一
二
号
二
〇
二
号
室

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
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四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
四
〇
一
二
三
五

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

岡
山
県
卸
売
市
場
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
地

方
卸
売
市
場
に
お
け
る
卸
売
業
務
の
廃
止
届
を
次
の
と
お
り
受
理
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

卸

売

業

者

名

廃

止

年

月

日

卸
売
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

取
扱
品
目

市

場

の

名

称

の

部

類

笠
岡
青
果
株
式
会

笠
岡
地
方
卸
売
市
場

青
果
部

平
成
二
十
七
年
十
一

社

月
六
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
き
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
各
市
役
所
及
び
町
村
役
場
に

「

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

若
代
方
谷
停
車
場
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
中
井
町
西
方
字
浅
原
一
七
六
九
番
二
地

新

九
一
・
五

先
か
ら

一
〇
・
〇
～

高
梁
市
中
井
町
西
方
字
浅
原
一
七
三
八
番
一
地

二
六
・
〇

先
ま
で

高
梁
市
中
井
町
西
方
字
浅
原
一
七
六
九
番
二
地

旧

九
一
・
五

先
か
ら

一
〇
・
〇
～

高
梁
市
中
井
町
西
方
字
浅
原
一
七
三
八
番
一
地

三
〇
・
六

先
ま
で
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〔
四
七
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

法
人
県
民
税
・
事
業
税
・
県
民
税
利
子
割
・
配
当
割
の
税
制
改
正
等
に
伴
う
税
務
シ
ス
テ
ム
の
改

修
業
務

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

五

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

三
八

八
三
四

一
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二

八
七
六

六
〇
〇
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

七

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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〔
四
八
〇
〕
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を

こ
の
公
告
に
係
る
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画

に
つ
い
て
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

農
事
組
合
法
人

岡
山
市
北
区
建
部
町
小
倉
三

岡
山
市
北
区
建
部
町
小
倉
一
〇
〇
一
他
九
十
五

お
ぐ
ら
ア
グ
リ

五
八

一

筆

－

き
ず
な
会

－

岡
崎

通
泰

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
一

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
羽
織
田
八
六
一

二
七
二

一

一
他
六
筆

－

－

長
田

孝
之

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
一

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
観
音
寺
字
中
溝
八
七
七

二
七
一

三

一
他
四
十
四
筆

－

－

大
森

茂
伸

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
六

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
宮
ノ
鼻
七
八
九

六
二

一
他
九
筆

藤
原

秀
樹

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
一

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
仁
王
面
一
〇
五
八

二
一
二

一
他
一
筆

－

－

吉
田

泰
之

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
七

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
前
田
一
一
九
九

〇
一

一
他
三
筆

吉
原

貞
二

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
六

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
横
関
八
四
七

一

－

九
七

一

他
一
筆

－

－

秋
山

昭
憲

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
七

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
三
ノ
坪
九
六
八

一
九

一
他
一
筆
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川
﨑

博
文

岡
山
市
東
区
西
大
寺
新
一
五

岡
山
市
東
区
乙
子
三
八
〇
他
五
筆

三

羽
原

佳
雄

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
鍛
冶
屋

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
万
富
字
ぶ
け
の
木
二
二
九

五
七
六

一
他
一
筆

－

松
井

健
郎

岡
山
市
南
区
福
成
一

一

岡
山
市
東
区
君
津
九
六
九

一
一
他
一
筆

－
－

－

一
一

有
限
会
社
備
南

岡
山
市
南
区
西
七
区
二
三
九

岡
山
市
南
区
西
七
区
一
五
一

一
他
四
筆

－

農
産

星
島

重
樹

岡
山
市
南
区
北
七
区
六
二
九

岡
山
市
南
区
北
七
区
三
五
一
他
七
筆

宮
原

正
治

岡
山
市
南
区
北
七
区
七
六
七

岡
山
市
南
区
北
七
区
七
七

光
岡

安
男

岡
山
市
中
区
祇
園
三
一
三

岡
山
市
中
区
祇
園
字
家
浦
七
八
六

一
他
三
筆

－

有
限
会
社
備
南

岡
山
市
南
区
西
七
区
二
三
九

玉
野
市
東
高
崎
字
船
津
二
六

四
六

－

農
産

大
脇

道
正

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
一

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
字
十
八

一
二
一
二
他

四
一
九

十
一
筆

津
島

義
憲

赤
磐
市
上
市
一
六
三

赤
磐
市
高
屋
字
天
神
木
二
一
八

一
他
十
五
筆

－

株
式
会
社
石
井

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
湯
山
二

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
湯
山
字
堂
ノ
奥
二
六
五
一

農
園

九
六
四

二

他
十
四
筆

－

－

有
限
会
社
吉
備

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
六

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
岩
田
二
〇
一
三

高
原
フ
ァ
ー
ム

四
二

二
他
二
十
六
筆

ヒ
ナ
の
上
合
同

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
四

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
字
中
尾
八
二
九

一

－

会
社

一
五
一

他
八
筆

大
槻
志
登
司

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
四

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
字
前
一
一
九
九
他
六

三
七
六

四

筆

－

森
尾

昭
二

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
二

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
字
中
尾
一
三
一
三
他
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〇
八
〇

二

四
筆

－

－

農
事
組
合
法
人

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
黒
土
九

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
黒
土
字
光
岩
一
八
二
七

黒
土
フ
ァ
ー
ム

九
〇

一

二
他
二
筆

－

山
本

泰
啓

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
五

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
兼
ト
シ
三
〇
〇
四

一
一
七

一
他
十
五
筆

－

－

田
村

昌
亮

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
五

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
字
小
黒
四
一
一
六

五
二
五

一
他
八
筆

石
井

肇

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
九

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
竹
字
谷
川
二
一

一
他

－

八

一
筆

仁
熊

良
明

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
八

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
字
和
泉
六
六
他
六
筆

八
五

イ
ー
ジ
ー
株
式

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
竹
二

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
細
田
字
コ
レ
キ
ヨ
一
〇
六

会
社

〇
七
五

三

八

一
他
二
筆

－
－

農
事
組
合
法
人

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
案
田
四

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
案
田
字
前
一
一
一
他
百
五

案
田
集
落
営
農

九
六

筆

組
合

農
事
組
合
法
人

井
原
市
門
田
町
一
八
九
六

井
原
市
西
方
町
字
桑
本
七
八
一

一
他
八
十
筆

－
－

フ
ァ
ー
ム
県
主

二

農
事
組
合
法
人

高
梁
市
中
井
町
津
々
一
八
六

高
梁
市
中
井
町
津
々
字
本
村
前
五
〇
二
他
七
十

ア
グ
リ
津
々

三

九
筆

農
事
組
合
法
人

高
梁
市
松
山
七
四
〇
八

高
梁
市
松
山
字
楢
井
西
七
四
三
一
他
百
十
筆

な
ら
い

株
式
会
社
米
見

新
見
市
哲
西
町
大
野
部
四
九

新
見
市
哲
西
町
畑
木
字
青
谷
一
三
〇
九
他
七
筆

四
五

柴
原

辰
三

新
見
市
神
郷
高
瀬
一
八
三
〇

新
見
市
神
郷
高
瀬
字
長
久
一
三
八
九

一
他
四

－

筆

－

坂
田

一
幸

新
見
市
神
郷
釜
村
六
七
五

新
見
市
神
郷
釜
村
字
ア
ミ
タ
ト
ウ
一
一
九
〇
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六
他
六
筆

田
邊

健
治

新
見
市
千
屋
花
見
一
〇
一
二

新
見
市
千
屋
花
見
字
グ
ル
ミ
ガ
セ
ン
一
二
九
六

三
他
二
筆

－

豊
田

浩
史

新
見
市
大
佐
田
治
部
三
〇
一

新
見
市
大
佐
田
治
部
字
平
成
田
二
八
八
一

一

－
二

一

他
一
筆

－

須
田

実

新
見
市
神
郷
湯
野
七
七
七

新
見
市
神
郷
湯
野
字
総
右
衛
門
家
ノ
ワ
キ
一
九

〇
他
三
筆

西
村

佳
明

新
見
市
哲
多
町
花
木
二
一
七

新
見
市
哲
多
町
蚊
家
字
中
野
三
四
八
六

一
他

－

八

四
筆

株
式
会
社
城
北

真
庭
市
山
久
世
三
一
九

真
庭
市
正
吉
字
下
ノ
通
リ
二
五
五

農
産
あ
い
が
も

フ
ァ
ー
ム

農
事
組
合
法
人

真
庭
市
上
水
田
二
九
一
二

真
庭
市
上
水
田
字
藤
ノ
森
二
七
四
七

一
他
一

－

ひ
ら
田
営
農

筆

山
岡

伸
行

真
庭
市
蒜
山
別
所
六
七
四

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
前
田
四
五
九

－

一

髙
野

広

真
庭
市
下
中
津
井
一
七
五
〇

真
庭
市
下
呰
部
字
木
ノ
実
一
五

一
他
三
筆

－

庄
司

俊
明

真
庭
市
久
世
三
〇
七
六

真
庭
市
久
世
字
道
通
三
〇
四
六
他
一
筆

織
田

圭
右

真
庭
市
鹿
田
二
〇
八

真
庭
市
鹿
田
字
卯
滝
二
四
六
一
他
四
筆

石
原

公
基

真
庭
市
関
二
一
〇
五

真
庭
市
関
字
関
上
一
八
九
二
他
三
筆

大
下

孝
和

真
庭
市
久
世
三
〇
六
一

真
庭
市
大
庭
字
会
所
田
五
二
一

一
他
二
筆

－

尾
﨑

毅

真
庭
市
上
市
瀬
四
七
四

真
庭
市
上
市
瀬
字
宮
ノ
下
四
八
六

一
他
三
筆

－

西
谷

一
夫

真
庭
市
上
水
田
四
九
三
九

真
庭
市
上
水
田
字
荒
神
ノ
元
五
〇
〇
九

一
他

－

五
筆

近
藤

周
二

真
庭
市
野
川
三
八

二

真
庭
市
法
界
寺
字
中
村
四
〇
三

一
他
二
筆

－
－
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高
橋

祐
介

真
庭
市
神
庭
四
七
四

真
庭
市
正
吉
字
荒
井
三
一
他
一
筆

織
田

亮

真
庭
市
鹿
田
二
〇
八

真
庭
市
鹿
田
字
岩
崎
一
〇
一

二
他
三
筆

－

森
田

実

真
庭
市
蒜
山
別
所
三
五
九

真
庭
市
蒜
山
別
所
字
仲
角
七
八
九
他
一
筆

柴
田

博
行

真
庭
市
惣
四
六
四

真
庭
市
惣
字
奥
ケ
市
八
二
三

一
他
三
筆

－

株
式
会
社
フ
ル

苫
田
郡
鏡
野
町
井
坂
五
二
三

苫
田
郡
鏡
野
町
女
原
字
上
田
八
六

一
他
四
筆

－

ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト

一

－

リ
ー

石
田

大
介

苫
田
郡
鏡
野
町
古
川
一
三
七

苫
田
郡
鏡
野
町
古
川
字
丁
田
一
二
八

一
他
三

－

八

四

筆

－

山
崎

博
嗣

苫
田
郡
鏡
野
町
富
東
谷
八
五

苫
田
郡
鏡
野
町
富
仲
間
字
中
の
原
七
一
四

一

－

三

他
八
筆

池
田

佳
之

苫
田
郡
鏡
野
町
宗
枝
二
〇
六

苫
田
郡
鏡
野
町
宗
枝
字
下
の
峪
三
四
三

二
他

－

三

十
一
筆

－

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町
原
五
三
〇

苫
田
郡
鏡
野
町
河
本
字
楓
の
木
五
四
八

一
他

－
－

原
営
農
組
合

一

百
四
筆

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町
大
町
一
二
〇

苫
田
郡
鏡
野
町
大
町
字
安
井
道
東
九
〇

二
他

－

香
北
営
農
組
合

四

二

四
十
八
筆

－

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町
長
藤
一
七
二

苫
田
郡
鏡
野
町
下
斎
原
字
長
通
り
七
五

一
他

－

長
藤
農
場

五
十
一
筆

東

竜
矢

勝
田
郡
勝
央
町
植
月
東
二
九

勝
田
郡
勝
央
町
植
月
中
字
河
内
七
〇
二
他
一
筆

〇
二

株
式
会
社
ラ
イ

勝
田
郡
奈
義
町
柿
三
九
九

勝
田
郡
勝
央
町
石
生
字
折
坂
一
三
九
六
他
二
筆

ス
ク
ロ
ッ
プ
長

尾清
水

宗
吉

久
米
郡
久
米
南
町
上
弓
削
九

久
米
郡
久
米
南
町
上
弓
削
字
前
六
四
六

一
他

－

六
四

三
筆
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菅
原

繁

久
米
郡
久
米
南
町
北
庄
三
七

久
米
郡
久
米
南
町
北
庄
字
栗
尾
三
五
一
八
他
七

二
一

筆

菅
原

正
夫

久
米
郡
久
米
南
町
北
庄
三
六

久
米
郡
久
米
南
町
北
庄
字
菊
丸
四
二
〇
三

三

－

八
三

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
及
び
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
業
振
興
課

四

申
請
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
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〔
四
八
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

岡
山
市
、
備
前
市
、

基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
・
オ

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日

瀬
戸
内
市

赤
磐
市

ル
ソ
作
成
）

、

、

高
梁
市
、
新
見
市
、

井
原
市
、
和
気
町
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〔
四
八
二
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
級

建
築
士
の
免
許
の
取
消
し
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日

二

免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建

築
士
の
別
及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号

坪
井

光
政

二
級
建
築
士

第
二
〇
六
六
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

相
続
人
か
ら
、
当
該
二
級
建
築
士
が
死
亡
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め
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〔
四
八
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
西
郡
字
三
通
田
九
〇
一

一
、
九
〇
三

二
、
九
〇
四

二
、
九
一
二
、
九
一
三
、
九
一

－
－

－

四
、
九
一
五
、
九
一
六

一
、
九
一
六

二
、
九
一
七
、
九
一
八
、
九
二
〇
、
九
二
一

一
、
九
二

－
－

－

、

、

、

、

、

三

九
二
三

二

九
一
三
地
先
道
及
び
水
路

九
一
六

一
地
先
道
及
び
水
路

九
二
〇
地
先
道

－
－

九
二
一

一
地
先
道

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
吉
岡
三
六
九

九

－

住
地
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本

幸
一

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
九
号
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〔
四
八
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
西
郡
字
三
通
田
九
〇
一

一
、
九
〇
三

二
、
九
〇
四

二
、
九
一
二
、
九
一
三
、
九
一

－
－

－

四
、
九
一
五
、
九
一
六

一
、
九
一
六

二
、
九
一
七
、
九
一
八
、
九
二
〇
、
九
二
一

一
、
九
二

－
－

－

、

、

、

、

、

三

九
二
三

二

九
一
三
地
先
道
及
び
水
路

九
一
六

一
地
先
道
及
び
水
路

九
二
〇
地
先
道

－
－

九
二
一

一
地
先
道

－

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
下
水
道
、
公
園

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
吉
岡
三
六
九

九

－

住
地
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本

幸
一

五

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
九
号
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◎
岡
山
県
議
会
告
示
第
二
号

（

）

岡
山
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程

平
成
十
八
年
岡
山
県
議
会
告
示
第
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
議
会
議
長

小

野

泰

弘

第
四
条
第
一
号
中
「
被
保
険
者
証
」
の
下
に
「
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
加
え
る
。

様
式
第
二
号

２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番

様
式
第
三
号

２

及
び
様
式
第
四
号

２

中
「

」
を
「

（注）

(1)

（注）

(1)

，

」
に
改
め
る
。

号
カ

ド
等

ー

「

」

「

」

、

様
式
第
十
一
号

２

中

を

に
改
め

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

「

」

「

」

、

様
式
第
十
九
号

２

中

を

に
改
め

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
岡
山
県
警
察
告
示
第
六
十
八
号

岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
警
察
告
示
第
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

岡
山
県
警
察
本
部
長

斉

藤

良

雄

第
四
条
第
一
号
中
「
被
保
険
者
証
」
の
下
に
「
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
加
え
る
。

様
式
第
二
号

２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番

様
式
第
三
号

２

及
び
様
式
第
四
号

２

中
「

」
を
「

（注）

(1)

（注）

(1)

，

」
に
改
め
る
。

号
カ

ド
等

ー

「

」

「

」

、

様
式
第
十
二
号

２

中

を

に
改
め

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

様
式
第
二
十
一
号

２

中
「

」
を
「

」
に
改

被
保
険
者
証
等

被
保
険
者
証

個
人
番
号
カ

ド
等

（注）

(1)

，
ー

め
、
同
様
式
中
「

（

」
を

４
そ
の
他

）

「

（

」
に
改
め
る
。

４
個
人
番
号
カ

ド
５

そ
の
他

）

ー

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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